
日本レクリエーシヨン学会会則

<第1章総 員IJ>

第 1条 本会を日:本レクリエーション学会、

(英語名Japan Society of Lei-

sure and Recreation Studies) 

という。

第2条本会の目的は、レクリエーションK関

する調査研究を促進し、レクリエーションの

発展K寄与する。

第 3条 本会の事務局は、東海大学体育学部社

会体育学科レクリエーション研究室内K置〈。

く第2章事 業>

第 4条 本会は第 2条の目的を達成するため、

次の事業を行左う。

1 学会大会の開催

2 研究会、講演会等の開催

3. 機関誌の発行ならびKその他の情報活動

4. 研究の助成

5 内外の諸団体との連絡と情報の交換

6. 会員相互の親睦

7 その他本会の目的K資する事業

第5条学会大会は、毎年 1回以上開催し、研

究成果を発表する。

く第3章会 員>

在住者とする。

4 賛助会員は、本会の事業K財政的援助を

在した者で、理事会の承認を得た者とする。

5 名誉会員は、本会K特別K貢献のあった

者で、理事会の推薦を経て総会で承認され

た者とする。

第 7条 会員は、本会の編集刊行する機関誌綱

等の配布を受け、本会の営む事業K参加する

ととができる。

第 8条会員Kして会費の納入を怠った者なよ

び会の名誉を棄損した者は、理事会の議を経

て会員としての資格を停止されるととがある。

く第4章役 員>

第9条本会を運営するためK、総会K沿いて

正会員の中から次の役員を選ぶ。

会長1名、副会長若干名、理事長 1名、理

事若干名、監事 2名

第10条会長は、本会を代表し、会務を総括す

る。
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第 6条本会は正会員の他、学生会員、特別会 第11条役員の任期は 2年とし、再任を妨げ左

員、賛助会員、 bよび名誉会員を置くととが い。

できる。 第12条 本会K名誉会長を置〈ととができる。

1. 正会員は第 2条の目的K賛同し、正会員

の推薦bよび、理事会の承認を経て、規定 く第5章会 議>

の入会金なよび会費を納入した者とする。 第13条 本会の会議は、総会なよび理事会とす

2. 学生会員は、大学生(大学院を除<)、 る。

辛子よびそれK準ずる者とする。 第14条 通常総会は、毎年 1回開催し役員の選

3. 特別会員は、大会の目的K賛同する外地 出会よび本会の運営K関する重要事項を審議
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決定する。

総会は、会長が招集し、当日の出席正会員を

もって構成する。

議事の運営K関してはJWてとれを定める。

第15条理事会が必要と認めた場合、もし〈は

正会員の始&上の開催請求があった場合、臨

第19.条会員の会費は次の通 Pとする。

1. 入会金 1，000円(3米ドル〉

2. 正 会 員 年 額 3，000円

3. 学生会員 " 1，000円

4. 特別会員 " 10米ドル

5. 賛助会員 " 20，000円らL上

時総会を聞くととができる。 第却条 本会の会計年度は毎年 4月K始まり、

第16条理事会は理事長が招集し、幹事若干名 翌年 3月K終る。

なよび事務局員を選出し、会務を処理する。

く第6章 支部および専門分科会>

第17条本会の事業を推進するためK、支部念

らびK専門分科会を置〈ととができる。

支部念らびK専門分科会Vてついての規則は別

K定める。

<第7章会 計>

第18条本会の経費は、会費、寄付金bよびそ

の他の収入をもって支弁する。

付則

1 本会の会則は、総会Kないて出席正会員

の%以上を得た議決Kより変更するととが

できる。

2. 本会則は、昭和 46年 3月 21日より施

行する。

3. 本会則は、昭和 51年 5月1日K一部改

訂する。
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